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一
般
質
問
は

２
面
・
３
面
に
も
掲
載

（

）

一

般

質

問

　
緑
水
ク
ラ
ブ　
　
　
木
村　
眞
澄

一　
職
員
の
人
材
育
成
と
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
に
つ
い
て

問　
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
な
る
職

員
を
計
画
的
に
育
て
、
活
用
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
17
年
度
に
育
成
の
仕

組
み
を
体
系
化
し
た
指
針
を
策
定
し
た

が
、
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、

心
因
性
療
養
休
暇
者
が
増
加
傾
向
に
あ

る
が
、
原
因
と
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
指
針
に
基
づ
き
、
個
々
の
職
員
が

持
つ
意
欲
や
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出

し
、
発
揮
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
た
め
職

場
内
研
修
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
、
心
因
性
療
養
休
暇
者
は
、
私
的
な

問
題
の
ほ
か
、
職
場
の
人
間
関
係
な
ど

が
原
因
と
思
わ
れ
る
た
め
、
臨
床
心
理

士
の
個
別
相
談
や
講
演
会
の
ほ
か
、
全

庁
的
な
注
意
喚
起
を
行
い
、
早
期
対
応

と
未
然
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

要
望　
管
理
監
督
者
は
、
自
ら
模
範
を

示
す
と
と
も
に
、
市
政
発
展
の
礎
と
な

る
職
員
を
大
切
に
育
て
、
市
民
に
信
頼

さ
れ
る
組
織
づ
く
り
に
努
め
て
ほ
し
い
。

二　
学
校
教
育
施
設
の
充
実
に
つ
い
て

問　
地
球
温
暖
化
に
起
因
す
る
夏
場
の

異
常
な
気
温
上
昇
等
に
よ
り
、
空
調
設

備
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
本

町
中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
設
置
効
果

と
他
校
へ
の
設
置
計
画
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
集
中
力
低
下
を
防
ぎ
、
学
習
意
欲

や
学
習
態
度
向
上
の
ほ
か
、
生
徒
指
導

に
も
効
果
が
あ
っ
た
。
費
用
負
担
が
大

き
い
が
、
必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、

内
部
検
討
会
で
調
査
・
検
討
し
て
い
る
。

要
望　
環
境
負
荷
が
大
き
い
施
設
で
あ

る
た
め
、
負
荷
軽
減
策
と
環
境
教
育
の

視
点
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
導
入
し

児
童
・
生
徒
の
学
習
環
境
を
整
え
よ

土
砂
災
害
に
対
す
る

安
全
迅
速
な
避
難
対
策
を

民
間
施
設
を
有
効
活
用
し

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
施
設
の
整
備
促
進
を

　
公　
明　
党　
　
　
野
田　
　
毅

一　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
待

機
者
解
消
に
つ
い
て

問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
待

機
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
民
間

企
業
所
有
の
施
設
を
改
築
し
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
と
し
て
整
備
す
る
こ
と

で
、
入
所
待
機
者
の
解
消
を
図
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答　
平
成
23
年
10
月
時
点
で
７
４
４
人

の
待
機
者
が
お
り
、
前
年
と
比
較
し
約

９
％
増
え
て
い
る
。
施
設
整
備
に
は
、

遵
守
す
べ
き
国
の
設
備
基
準
や
多
額
の

費
用
を
要
す
る
た
め
、
施
設
整
備
に
対

す
る
補
助
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

既
存
の
建
物
を
改
築
す
る
場
合
は
補
助

対
象
に
な
ら
な
い
た
め
、
事
業
者
は
多

大
な
自
己
資
金
が
必
要
と
な
り
、
現
時

点
で
は
難
し
い
と
考
え
る
。

二　
高
齢
者
福
祉
施
設
の
増
設
に
つ
い

て問　
現
在
、
使
用
さ
れ
て
な
い
民
間
企

業
の
独
身
寮
な
ど
を
改
築
し
、
安
価
で

居
住
で
き
る
高
齢
者
福
祉
施
設
を
増
設

す
べ
き
と
思
う
か
ど
う
か
。

答　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
比
べ
、

国
の
設
備
基
準
も
緩
や
か
で
、
費
用
も

安
価
で
あ
る
た
め
、
民
間
企
業
の
社
員

寮
や
一
般
住
宅
な
ど
を
利
用
し
た
認
知

症
対
応
型
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
１

施
設
と
介
護
付
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー

ム
４
施
設
が
あ
る
。
今
後
も
需
要
増
加

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
施
設
の
整
備
促

進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

三　
「
健
康
の
里
は
だ
の
」
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

要
望　
恵
ま
れ
た
自
然
を
活
用
し
た
健

康
づ
く
り
事
業
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。 　

新
政
ク
ラ
ブ　
　
　
小
菅　
基
司

一　
学
校
教
育
に
つ
い
て

問　
わ
が
国
の
領
土
を
め
ぐ
る
不
穏
な

出
来
事
が
相
次
ぐ
中
、
日
本
青
年
会
議

所
は
高
校
生
に
地
図
を
示
し
て
日
本
の

国
境
を
描
か
せ
る
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

全
問
正
解
者
は
わ
ず
か
１
・
８
％
だ
っ

た
。
本
市
で
は
領
土
教
育
を
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
中
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、

地
球
儀
や
地
図
を
活
用
し
、
わ
が
国
の

国
土
の
位
置
、
領
域
の
特
色
、
地
域
区

分
な
ど
を
取
り
上
げ
、
日
本
の
地
域
構

成
を
大
観
さ
せ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お

り
、
領
土
教
育
の
指
導
充
実
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
啓
発
に
努
め
た
い
。

要
望　
日
本
領
土
が
全
て
掲
載
さ
れ
た

１
枚
の
地
図
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

問　
小
・
中
学
校
で
の
ラ
ジ
オ
体
操
の

実
施
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
小
・
中
で
９
校
が
実
施
し
て
い
る
。

要
望　
大
変
効
果
的
な
準
備
運
動
で
あ

り
、
全
校
で
実
施
し
て
ほ
し
い
。

二　
各
種
イ
ベ
ン
ト
と
式
典
に
つ
い
て

問　
式
典
や
イ
ベ
ン
ト
に
国
旗
・
市
旗

を
掲
揚
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　
イ
ベ
ン
ト
的
な
要
素
が
強
い
こ
と

や
実
施
主
体
の
違
い
、
ま
た
、
場
所
や

物
理
的
な
理
由
か
ら
掲
揚
し
て
い
な
い
。

要
望　
す
べ
て
の
式
典
や
イ
ベ
ン
ト
で

掲
揚
す
る
よ
う
努
め
て
ほ
し
い
。

問　
市
民
の
日
の
出
店
条
件
を
満
た
し

て
い
な
い
店
舗
が
見
受
け
ら
れ
た
。
今

後
は
、
事
前
説
明
の
充
実
と
当
日
の
巡

回
指
導
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
当
日
の
巡
回
を
強
化
す
る
な
ど
、

市
民
の
日
運
営
委
員
会
や
私
の
個
展
実

行
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く
。

日
本
領
土
に
対
す
る
正
し
い
教
育
を

　
新
政
ク
ラ
ブ　
　
　
村
上　
　
茂　

一　
土
砂
災
害
に
つ
い
て

問　
県
が
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ

く
基
礎
調
査
を
実
施
し
、
結
果
を
公
表
、

周
知
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
後

の
市
の
役
割
と
し
て
、
避
難
対
策
が
大

事
な
要
素
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
公
表
さ
れ
た
情
報
か
ら
土
砂
災
害

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
危
険
な
区
域
の
住

民
が
安
全
に
効
率
よ
く
避
難
で
き
る
よ

う
、
県
の
施
設
の
活
用
も
含
め
て
、
該

当
地
域
の
住
民
に
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
説
明
し
対
応
を
し
て
い
く
。

二　
堀
水
路
に
つ
い
て

問　
堀
水
路
を
新
東
名
の
建
設
残
土
で

埋
め
る
手
段
は
不
可
能
と
い
う
こ
と
だ

が
、
ほ
か
の
手
段
と
し
て
、
こ
の
危
険

個
所
解
消
の
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
現
状
の
堀
水
路
は
幾
つ
も
の
崩
落

地
が
発
生
し
、
保
安
林
の
維
持
管
理
が

非
常
に
難
し
い
危
険
な
状
態
に
あ
る
。

保
安
林
の
本
来
の
趣
旨
に
立
ち
返
り
、

よ
り
安
全
な
堀
水
路
と
な
る
よ
う
、
強

く
県
に
治
山
工
事
を
実
施
す
る
な
ど
現

実
的
な
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

三　
新
東
名
高
速
道
路
秦
野
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
（
仮
称
）
周
辺
の
地
域
活
性
化

に
つ
い
て

問　
秦
野
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
周
辺
の
地

域
資
源
を
生
か
し
、
地
場
産
業
の
活
性

化
に
向
け
た
土
地
利
用
が
必
要
と
思
う

が
ど
う
か
。

答　
近
年
、
農
の
地
産
地
消
と
農
商
工

連
携
に
よ
る
六
次
産
業
化
に
向
け
た
取

り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
観
光
資

源
、
農
林
業
や
産
物
な
ど
地
域
資
源
を

生
か
し
た
、
秦
野
ら
し
い
活
性
化
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
民　
政　
会　
　
　
阿
蘇　
佳
一

一　
財
政
再
建
に
つ
い
て

問　
平
成
24
年
度
予
算
は
、
現
時
点
で

８
億
６
０
０
０
万
円
財
源
不
足
で
あ
る
。

伊
勢
原
市
で
は
、
市
長
な
ど
特
別
職
が

給
与
３
割
減
で
身
を
削
っ
て
い
る
。
退

職
金
も
10
億
円
を
超
え
、
国
や
県
か
ら

の
補
助
金
も
下
が
る
懸
念
が
あ
り
、
危

機
感
を
も
っ
て
公
務
員
改
革
や
行
政
を

ス
リ
ム
化
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
広
告
収
入
の
確
保
や
未
利
用
地
の

処
分
を
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
は
だ
の
行
革
推
進
プ
ラ
ン
を
実
行

し
、
前
期
５
か
年
で
約
40
億
円
の
財
源

を
生
み
出
す
。
事
業
の
見
直
し
を
徹
底

し
、
工
夫
と
や
り
く
り
で
取
り
組
み
た

い
。
ま
た
、
全
庁
的
に
広
告
収
入
な
ど

を
含
め
た
税
外
収
入
確
保
や
、
売
却
可

能
資
産
の
売
り
払
い
に
最
善
を
尽
く
す
。

二　
３
・
11
（
東
日
本
大
震
災
）
の
教

訓
に
つ
い
て

問　
東
北
を
視
察
し
、
停
電
時
の
情
報

源
と
し
て
Ｆ
Ｍ
放
送
局
が
活
躍
し
た
が

連
携
は
ど
う
か
。
ま
た
、
停
電
、
壁
の

落
下
な
ど
で
庁
舎
や
避
難
所
が
当
初
機

能
し
な
か
っ
た
が
、
電
源
や
燃
料
の
確

保
、
建
物
の
安
全
は
ど
う
か
。

答　
Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ
や
近
隣
Ｆ
Ｍ
と
の

連
携
を
検
討
し
た
い
。
避
難
所
に
発
電

機
と
燃
料
を
備
蓄
し
、
追
加
で
投
光
機

と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ
ン
１
６
５
台
を
配
備

す
る
。
安
全
対
策
に
万
全
を
期
し
た
い
。

三　
薬
物
乱
用
防
止
に
つ
い
て

問　
県
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
シ
ン
ナ
ー
、

覚
せ
い
剤
、
大
麻
を
高
校
生
の
約
３
％

が
使
用
し
て
い
る
が
、
対
策
は
ど
う
か
。

答　
危
機
意
識
を
持
っ
て
乱
用
防
止
対

策
を
推
進
す
る
。

８
億
６
０
０
０
万
円
足
り
な
い（
平
成
24
年
度
）

リ
ー
ダ
ー
が
身
を
削
る
べ
き

　
民　
政　
会　
　
　
諸
星　
　
光

一　
教
育
問
題
に
つ
い
て

問　
教
育
に
お
い
て
も
楽
し
く
学
ぶ
環

境
づ
く
り
が
大
切
で
あ
り
、
知
識
の
詰

め
込
み
だ
け
で
な
く
、
学
習
テ
ー
マ
で

皆
が
つ
な
が
り
あ
う
こ
と
も
学
び
に
つ

な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
言
語
活

動
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
子
ど

も
同
士
の
議
論
や
、
論
述
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
豊
か
な
心
を
は
ぐ

く
み
、
問
題
解
決
に
取
り
組
む
学
習
は
、

つ
な
が
る
力
の
育
成
に
な
る
と
考
え
る
。

二　
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
放
射

性
物
質
の
影
響
に
つ
い
て

問　
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、

深
刻
な
被
害
が
起
き
、
健
康
へ
の
影
響

が
心
配
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
で
の
影

響
は
ど
の
程
度
か
。
ま
た
、
測
定
機
器

の
購
入
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　
本
市
の
空
間
放
射
線
量
は
事
故
前

の
平
常
時
と
同
レ
ベ
ル
で
、
日
常
生
活

に
問
題
の
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
測
定
機
器
の
購
入
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
と
協
議
し
、
配
備
す

る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

三　
市
民
の
満
足
度
と
市
民
の
本
市
へ

の
定
着
率
に
つ
い
て

問　
ブ
ー
タ
ン
は
、
幸
福
感
を
重
ん
じ

る
国
民
総
幸
福
量
（
Ｇ
Ｎ
Ｈ
）
で
知
ら

れ
て
い
る
。
Ｇ
Ｎ
Ｈ
は
、
心
理
的
な
幸

福
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
満

足
度
と
市
民
の
定
着
率
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
民
意
識
調
査
で
は
、
緑
を
中
心

と
し
た
自
然
や
ま
ち
並
み
に
満
足
し
て

お
り
、
定
住
意
向
も
「
住
み
続
け
た
い
」

や
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み
続
け
た

い
」
が
８
割
を
超
え
て
い
る
。

学
ぶ
環
境
づ
く
り
はつな

が
る
力
の
育
成
で

読
み
聞
か
せ
文
化
を
推
進
し

子
ど
も
た
ち
を
電
子
メ
デ
ィ
ア
か
ら
守
れ

　
公　
明　
党　
　
横
山　
む
ら
さ
き

一　
文
字
・
活
字
文
化
の
推
進
に
つ
い

て問　
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
は
ぐ

く
む
豊
か
な
言
語
力
獲
得
の
取
り
組
み

と
し
て
、
本
市
に
は
愛
着
形
成
の
た
め

に
重
要
な
心
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
と
言
わ

れ
る
読
み
聞
か
せ
文
化
が
あ
る
。
反
面
、

乳
幼
児
期
か
ら
の
電
子
メ
デ
ィ
ア
へ
の

接
触
が
問
題
で
あ
る
が
、
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
事
業
で
注
意
喚
起
で
き
な
い
か
。

答　
乳
幼
児
期
の
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
漬

け
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

低
下
を
招
き
、
心
身
発
達
の
遅
れ
が
生

じ
る
危
険
性
が
あ
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

配
布
な
ど
で
呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
。

二　
脳
脊
髄
液
減
少
症
に
つ
い
て

問　
身
体
へ
の
衝
撃
で
髄
液
が
漏
れ
、

脳
の
恒
常
性
を
失
う
症
状
は
理
解
さ
れ

て
い
な
い
。
不
登
校
・
い
じ
め
の
原
因

に
も
な
り
、
周
囲
の
理
解
や
周
知
、
ア

ド
バ
イ
ス
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
養
護
教
諭
や
教
職
員
、
保
健
師
等

が
病
気
へ
の
理
解
を
深
め
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
講
演
会
等
で
周
知
を
図
り
た
い
。

三　
防
災
訓
練
に
つ
い
て

問　
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り

に
は
地
域
防
災
を
通
し
て
自
治
会
加
入

率
を
上
げ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
黄

色
い
ハ
ン
カ
チ
運
動
な
ど
、
工
夫
し
た

安
否
確
認
方
法
の
推
進
や
災
害
弱
者
へ

の
支
援
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
の
代
用
品
を
活

用
す
る
地
域
も
あ
り
、
安
否
確
認
の
効

率
だ
け
で
な
く
、
地
域
防
災
意
識
が
高

ま
る
の
で
普
及
啓
発
を
進
め
た
い
。
災

害
時
要
援
護
者
情
報
を
カ
ー
ド
化
し
、

組
長
へ
の
提
供
が
有
効
と
考
え
る
。

心のスキンシップと言われる読み聞かせ

電話（82-9652）、ファックス（84-2299）、郵便のほか、メール（gikai@city.hadano.kanagawa.jp）、ホームページからもお問い合わせいただけます。秦野市議会へのお問い合わせ

全校でラジオ体操の実施を


